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令
和
の
「
札
幌
丘
珠
事
件
」
だ
と
思
っ
た
。
昨

年
六
月
、
ヒ
グ
マ
が
札
幌
市
東
区
の
市
街
地
を
駆

け
抜
け
、
次
々
と
市
民
や
自
衛
官
を
襲
っ
た
。
男

女
四
人
が
重
軽
傷
を
負
い
、
ク
マ
は
丘
珠
空
港
の

近
く
で
駆
除
。
一
九
〇
万
人
以
上
が
暮
ら
す
道
都

の
市
街
地
で
、
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

　「
元
祖
」
の
札
幌
丘
珠
事
件
は
一
八
七
八
年
（
明

治
一
一
年
）
一
月
、
丘
珠
村
（
現
札
幌
市
東
区
丘

珠
町
）
で
発
生
。
冬
眠
か
ら
起
こ
さ
れ
た
ク
マ
が

猟
師
ら
を
次
々
と
襲
い
、
三
人
が
死
亡
、
二
人
が

重
傷
を
負
っ
た
。
そ
れ
か
ら
百
四
十
三
年
。
当
時

の
開
拓
か
ら
間
も
な
い
寒
村
風
景
と
は
様
変
わ
り

し
、
市
街
化
さ
れ
た
同
じ
丘
珠
に
ク
マ
は
再
び
姿

を
現
し
た
。

　
道
内
で
は
昨
年
、
ク
マ
に
よ
る
人
へ
の
被
害
が

相
次
い
だ
。
死
者
は
渡
島
管
内
福
島
町
で
農
作
業

中
だ
っ
た
女
性
な
ど
四
人
、
重
軽
傷
者
は
東
区
の

分
を
含
め
八
人
に
上
っ
た
。
死
傷
者
計
一
二
人
は

統
計
開
始
の
一
九
六
二
年
以
来
最
多
だ
。

　
道
内
第
二
都
市
の
旭
川
市
の
市
街
地
に
も
連
日

の
よ
う
に
ク
マ
が
出
没
し
た
。
東
区
や
旭
川
の
例

で
顕
著
な
よ
う
に
、
ク
マ
と
人
が
住
む
区
域
の
境

界
線
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
。
原
因
と
し
て
人
口

減
少
に
よ
る
里
山
の
荒
廃
や
山
の
え
さ
不
足
が
取

り
沙
汰
さ
れ
る
が
、
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
は

時
の
行
政
や
政
治
と
の
関
係
だ
ろ
う
。

散 射 韻

危
険
性
や
周
囲
の
状
況
を
踏
ま
え
、
冷
静
に
決
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
人
へ
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
に
は
、
人
里
に
降
り
る
ク
マ
を
減
ら

し
、
頭
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
も
求
め
ら

れ
る
。
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
は
行
政
・

政
治
の
使
命
で
あ
り
、
責
任
は
重
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
道
議
会
や
国
会
で
ク
マ
対
策
が
語

ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
野
生
動
物
の
保
護
と
い

う
建
前
と
、
被
害
を
防
ぐ
駆
除
と
い
う
現
実
の
折

り
合
い
を
ど
う
つ
け
る
か
は
極
め
て
政
治
的
な
判

断
だ
が
、
政
治
の
場
で
の
議
論
は
低
調
だ
。
専
門

的
な
職
員
も
少
な
い
ま
ま
だ
。

　
人
口
減
少
が
進
む
中
、ハ
ン
タ
ー
も
高
齢
化
し
、

今
後
も
ク
マ
の
数
が
増
え
続
け
れ
ば
、丘
珠
事
件
や
、

大
正
期
に
現
在
の
留
萌
管
内
苫
前
町
で
七
人
が
死

亡
し
た
「
三
毛
別
（
さ
ん
け
べ
つ
）
事
件
」
の
よ
う

な
悲
劇
は
昔
の
話
で
は
な
く
な
る
。
人
間
の
エ
ゴ
と

言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
日
常
的
に
ク
マ
に

お
び
え
て
暮
ら
し
、
安
心
し
て
散
歩
も
で
き
な
い

よ
う
な
将
来
を
道
民
が
望
ん
で
い
る
と
は
思
え
な
い
。

　
ク
マ
と
の
関
係
は
道
民
生
活
に
か
か
わ
る
重
要

な
課
題
だ
。
人
と
野
生
動
物
と
の
共
存
は
生
息
数

の
適
切
な
管
理
が
必
要
で
、
そ
こ
に
は
行
政
や
政

治
の
指
導
力
が
欠
か
せ
な
い
。
道
議
会
や
国
会
の

場
は
も
ち
ろ
ん
、
来
年
春
に
控
え
た
知
事
選
や
道

議
選
で
、
も
っ
と
議
論
が
あ
っ
て
い
い
。＜

転＞

　
道
内
の
ク
マ
の
生
息
頭
数
は
、
道
が
九
〇
年
に

「
春
グ
マ
駆
除
」
を
や
め
て
か
ら
増
加
が
目
立
ち

始
め
た
。
こ
の
駆
除
は
、
人
畜
へ
の
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
六
六
年
か
ら
冬
眠
後
の
時
期
に
行
わ

れ
、
ク
マ
の
生
息
数
は
減
少
し
た
。
そ
こ
で
「
人

間
と
自
然
の
共
生
」
を
掲
げ
る
当
時
の
横
路
孝
弘

道
政
は
、
駆
除
一
辺
倒
か
ら
保
護
へ
と
姿
勢
を
転

換
し
、
春
グ
マ
駆
除
を
廃
止
。
そ
の
後
、
道
内
の

ク
マ
の
生
息
数
は
回
復
し
、
近
年
は
山
か
ら
降
り

て
市
街
地
に
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
を
恐
れ
な

い
個
体
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
、
市
街
地
へ
の
出
没
に
関
係
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
の
が
河
畔
林
や
用
水
路
、
国
な
ど

が
進
め
る
「
緑
の
回
廊
」
構
想
だ
。
河
畔
林
は
水

害
対
策
な
ど
の
た
め
に
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
ク

マ
は
川
沿
い
に
移
動
す
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
、

東
区
に
出
没
し
た
ク
マ
は
水
路
を
伝
っ
て
市
街
地

に
近
づ
い
た
と
い
う
。
緑
の
回
廊
は
分
断
さ
れ
た

林
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
野
生
生
物
の
移
動
経
路
を

確
保
す
る
構
想
だ
が
、
こ
れ
が
ク
マ
に
と
っ
て
も

市
街
地
に
近
づ
く
通
り
道
と
な
る
。

　
人
里
に
現
れ
る
ク
マ
に
、
ど
う
向
き
合
っ
て
い

け
ば
い
い
の
か
。
野
生
動
物
の
保
護
や
生
物
多
様

性
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
る
中
で
声
高
に
は
言
い
が

た
い
が
、住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
不
安
を
思
え
ば
、

街
に
出
没
す
る
ク
マ
の
駆
除
は
や
は
り
必
要
だ
ろ

う
。
そ
の
判
断
を
下
す
の
は
行
政
。
そ
の
個
体
の

クマと行政、そして政治


